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ボーリング柱状図
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風化角礫混じり土砂

風化粘板岩片を取り込んだ破砕状
の風化粘板岩が主体
縦亀裂、∠70°位が顕著に発達す
る
コアは分解すると復元できない

柱状コアが主体で100％採取され
るが亀裂多く分解し易い
亀裂面は密着性、褐色帯びる
コアは粘板岩主体に互層状に砂岩
を介在し、層理が発達する
部分的に亀裂が多く破砕状粘板岩
となる。中硬岩質である。
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